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上
条 

 

若
葉
萌
え
る 

上
条
集
落 

 

「
上
条
を
活
性
化
す
る
会
」
が
、
集
落
内
に
あ
る
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

プ
ラ
ン
タ
ー
に
は

様
々
な
種
類
の
花
の

苗
が
植
え
ら
れ
、
そ

の
背
後
に
は
ネ
ッ
ト

を
張
り
、
朝
顔
の
種

が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
ネ
ッ
ト
の
支
柱

は
竹
林
よ
り
狩
り
出

し
て
き
た
竹
を
使

い
、
手
際
よ
く
作
業

が
行
わ
れ
、
素
敵
な

花
壇
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
６
月
頃
か

ら
植
え
た
花
が
大
き

く
き
れ
い
に
咲
き
始

め
ま
す
。 

日
中
は
汗
ば
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
五
月
七
日
（
日
）
は
、
上
条
集
落
の
有

志
で
つ
く
る
「
上
条
を
活
性
化
す
る
会
」
が
、
集
落
内
に

あ
る
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

昨
年
度
、
上
条
組
と
文
化
財
課
の
協
働
事
業
と
し
て
提

案
し
た
「
重
伝
建
地
区
景
観
改
善
事
業
」
が
市
民
課
の
主

管
す
る
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
採
択
さ

れ
、
補
助
金
を
受
け
て
集
落
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

移
設
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
塗
り
替
え
（
景
観
配
慮
色
で
あ

る
甲
州
ブ
ラ
ウ
ン
を
塗
っ
た
）
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
移
設
に
伴
い
空

い
た
ス
ペ
ー
ス
（
観
音
堂
の
脇
）
を
花
壇
と
し
て
活
用
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
へ
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

５
月
も
多
く
の
方
々

が
上
条
集
落
を
訪
れ
、

若
葉
萌
え
る
上
条
集
落

を
満
喫
し
ま
し
た
。
今

号
で
は
、
上
条
集
落
で

の
出
来
事
を
中
心
に
お

伝
え
し
ま
す
。 

  

上
条
で
花
壇
づ
く
り
！ 

フォトセミナーの様子 



 
五
月
の
で
き
ご
と

五
月
の
で
き
ご
と

五
月
の
で
き
ご
と   

   

第
十
三
回
上
条
集
落
見
学
会

第
十
三
回
上
条
集
落
見
学
会

第
十
三
回
上
条
集
落
見
学
会    

 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
一
日
（
日
）
に
、
第
十
三
回

上
条
集
落
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
内
外

か
ら
十
八
名
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

福
蔵
院
か
ら
歩
き
は
じ
め
、
金
井
加
里
神
社
や
観
音
堂

の
木
食
白
道
作
・
木
造
百
観
音
像
、
上
条
集
落
の
甲
州
民

家
、
蚕
室
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
集
落
内

を
散
策
し
ま
し
た
。 

 

集
落
が
育
ん
で
き
た
歴
史
と
文
化
を
学
び
な
が
ら
、
上

条
集
落
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

   
「
日
本
遺
産
」
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み 
「
日
本
遺
産
」
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み 
「
日
本
遺
産
」
認
定
に
向
け
た
取
り
組
み    

 
 

 
 

 
 

～
甲
州
市
と
茨
城
県
牛
久
市
が
連
携
～

～
甲
州
市
と
茨
城
県
牛
久
市
が
連
携
～

～
甲
州
市
と
茨
城
県
牛
久
市
が
連
携
～   

 

平
成
二
十
九
年
五
月
十
五
日
、
甲
州
市
長
と
茨
城
県
牛
久
市

長
が
面
談
し
、
両
市
が
連
携
し
て
、
「
日
本
の
近
代
化
と
日
本

ワ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
日
本
遺
産
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
。 

甲
州
市
に
は
宮
光
園
を

は
じ
め
と
す
る
明
治
期
の

ワ
イ
ン
の
遺
構
が
あ
り
、

牛
久
市
に
は
ワ
イ
ン
醸
造

の
遺
構
と
し
て
唯
一
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
旧
醸

造
場
施
設
が
所
在
し
て
い

ま
す
。 

 
 

お
知
ら
せ 

   

第
十
回
歴
史
的
風
致
散
策

第
十
回
歴
史
的
風
致
散
策

第
十
回
歴
史
的
風
致
散
策   

 

今
回
は
山
梨
大
学
生
命
環
境
学
部
観
光
ま
ち
づ
く
り
研

究
室
と
の
共
同
企
画
と
し
て
、
勝
沼
地
域
の
ブ
ド
ウ
栽
培

と
ワ
イ
ン
醸
造
に
関
す
る
景
観
や
歴
史
的
建
造
物
、
勝
沼

氏
館
跡
な
ど
史
跡
を
散
策
し
ま
す
。 

■
日 

 

時 
 

六
月
二
十
五
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

午
前
九
時
～
午
後
三
時
頃 

■
集
合
場
所 

 

甲
州
市
役
所
勝
沼
支
所 

■
そ
の
他 

 
 

五
百
円
（
別
途
保
険
料
・
拝
観
料
） 

 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

※
昼
食
・
飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※
少
雨
決
行 

■
申 

込 

み 
 

文
化
財
課
ま
で
（
☎
三
二-

五
〇
七
六
） 

   

上
条
集
落
で
フ
ォ
ト
セ
ミ
ナ
ー 

上
条
集
落
で
フ
ォ
ト
セ
ミ
ナ
ー 

上
条
集
落
で
フ
ォ
ト
セ
ミ
ナ
ー  

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
七
日
（
土
）
、
上
条
集
落
内
で

「
Ｍ 

-
 

Ｔ
Ｗ
Ｏ
ス
ク
ー
ル
」
の
会
員
向
け
の
フ
ォ
ト
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
Ｍ 

-
 

Ｔ
Ｗ
Ｏ
ス
ク
ー
ル
」
は
、

単
に
写
真
の
撮
り
方
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、
講
師
が
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
性
を

基
調
と
し
て
指
導
す
る
、
写

真
塾
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
で

す
。 甲

州
民
家
情
報
館
か
ら
始

ま
り
、
観
音
堂
、
金
井
加
里

神
社
な
ど
集
落
内
を
巡
り
、

上
条
の
美
し
い
景
色
を
写
真

に
収
め
て
い
ま
し
た
。 

Ｍ-ＴＷＯスクールの皆さま 根本牛久市長（左）と田辺甲州市長（右）  

「
日
本
遺
産
」
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ

て
、
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁

が
認
定
す
る
も
の
で
、
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
群

を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内

外
に
戦
略
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
に
十
八
件
、
平
成
二
十
八
年
に
十
九

件
、
平
成
二
十
九
年
に
十
七
件
の
合
計
五
十
四
件
が
全
国
で

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

甲州市近代産業遺産「宮光園」  

茨城県牛久市 重要文化財  

「シャトーカミヤ旧醸造所施設」   


